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｢道徳の時間」におけるねらいの実現に向けての基礎的研究↑
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「ねらい」は，「道徳の時間」においても，教師と子どもによって行われるある活動を教

育実践として構成する際に不可欠の要素である。にもかかわらず，ねらい等の価値関連概

念の確定が，広い意味で教育の手段ないしは方法に関わる資料分析の過程で確定されるこ

とは少なくないようである。それでは道徳の時間の立案において，ねらい等はいつ．どの

ように設定され，また他の要素といかなる関係をもちうるのだろうか。

本稿では，道徳の時間において実現が目指される「ねらい」をめぐり，道徳の時間がい

かに構成されうるのか，いかに構成されるべきかを考察する。そのために本稿は，秋田大

学教育文化学部附属中学校が平成21年度に実施した校内授業研究会における研究授業構築

のプロセスをリアルにつづった貴重な記録を参照する。そしてこれを反省的に検討するこ

とにより，道徳の時間における「ねらい」の比類ない重要性を確認するとともに，ねらい

と全体計画および教師の具体的な課題意識との関係を解明してみたい。

キーワード：道徳の時間，道徳教育，授業のねらい，道徳教育の全体計画と年間指導計画，

教育の本質

はじめに：問題の所在と本稿の目的

日本道徳教育学会・第７4回大会（平成21年11月

２１．２２日；於・関西学院大学）の初日，「課題研究

Ⅱ．道徳の授業づくり」というタイトルで報告がな

された。その報告３編の中で，ある教員が「道徳の

授業づくりについて」というテーマで発表を行った

(村田2009)。資料分析の方法論を中心とした内容

であったが，その中に見過ごせない問題が指摘され

る。「資料分析の手順」を提示した際，「主題，内容

項目，ねらいを確定する」という事項を，全３つの
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手順の中で６番目に登場させていたことである。

授業の「ねらい（objective)」とは一般に，あ

るｌ単位時間で実施される授業の教育上の目標であ

り，それゆえ同時に，当該教育活動の終結時に子ど

もに実現されるべき特定の価値ある状態，つまりは

子どもの学習上の到達目標を意味する。このねらい

はもちろん，上位の教育目的やカリキュラムの目

標から演鐸的に設定される（Deweyl916117-l29；

Hirstl974,３－１０;White1982,1-8)。したがってわが

国の道徳の時間においても，ねらいには学校教育上

獲得が目指される何らかの価値がつねに含まれてお

り，その価値はふつう「学習指導要領」（文部科学

省２００８；以下「指導要領」と略記）に列挙されて

いる「内容項目」のひとつもしくは複数と密接に関

連させられている。また「主題名」とは，内容項目

を具体化もしくは限定したものとして表現され，や

はり目指される特定の価値を示しつつ，個別的なね

らいをより広い展望から支えるものである。
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子どもに学習が望まれる価値と関連する主題・内

容項目・ねらいの３つの概念は，いずれにしても教

員と子どもによって行われるある活動を道徳の時間

という教育実践として構成する際に不可欠の要素で

ある（詳細は３節)。にもかかわらず，村田（2009）

に典型的に見られるように，ねらい等の価値関連概

念が，現実には広い意味で教育の手段ないしは方法

に関わる資料分析の過程で確定されることは少なく

ないようである。それでは，道徳の時間の立案にお

いて，ねらい等はいつ．どのように設定され，また

他の要素といかなる関係をもちうるのだろうか。

そこで本稿では，道徳の時間において実現が目指

される価値ある状態＝目標のもっとも具体的かつ内

容（内包）豊富な表現である「ねらい」をめぐり，

道徳の時間がいかに構成されうるのか，いかに構成

されるべきかを考察する。そのために本稿は，秋田

大学教育文化学部附属中学校（以下「附中」と略

記）が平成21年度に実施した校内授業研究会におけ

る（１節)，研究授業構築のプロセスをリアルにつ

づった貴重な記録を参照する（２節)。そしてこれ

を反省的に検討することにより，道徳の時間におけ

る「ねらい」の比類ない重要性を確認するとともに

(３節)，ねらいと全体計画および教員の具体的な課

題意識との関係を解明してみたい(４節)。ここから，

道徳教育を実践することの現実的な難しさと奥深さ

が浮かびあがってくると同時に，道徳の時間を構成

するための実践的な示唆が現れてくるはずである。

1．附中校内授業研究会の概要

附中では例年，校内研修の一プログラムとして，

道徳の時間の授業研究会が行われている。研究授業

実施者（授業者）は，同年度より同校に赴任すると

同時に道徳部員となった男性教諭（教職歴20年）で

あった。研究授業は,授業者が担任する１年Ａ組(男

子17名．女子19名）において，平成21年11月26日に

秋田大学教育文化学部を会場として実施されたｉ１ｌ◎

研究授業終了後,ただちに授業研究会が行われた(参

加者：校長以下附中教員23名，秋田大学教育文化学

部附属小学校教員１名，附中研究協力者（秋田大学

教育文化学部教員）２名)。

ただし本授業研究会の主催は，附中研究部および

道徳部である。そこで研究授業の指導案は，６名か

らなる道徳部の教員および研究主任により，約２ケ

月をかけて検討された。またその過程で，研究授業
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の予備実践が２段階に分けて，合計９クラスで実施

された。授業者が実施し道徳部に所属する教員が参

観したほか，道徳部員による授業を授業者が参観す

ることも行った。そしてこれらこの実践を受け，道

徳部においてさらに数度の指導案検討会がもたれ

た。なお予備実践の第一段階の終了後，授業研究会

の１週間前に当たる１１月19日に校内授業研究会事前

研究会を開催し，附中全教員および研究協力者１名

が参加して指導案の検討を行った。

2．「ねらい」をめぐる葛藤

附中道徳部における平成21年度後期の研究課題

は，生徒の実態をとらえたうえで「ねらい」を絞り

込むことであった。授業研究会では，この課題を意

識しつつ研究授業を提案した。ただその過程で，当

該の研究授業を貫くべきねらいを絞り込み，確定す

ることに関するリアルな葛藤が見えてきた。そこで

本節では，研究授業実施の決定から資料分析を軸と

した指導案の完成と研究授業の実践に至るまでのプ

ロセスをたどる。そしてその中で，ねらいのとらえ

方と展開の仕方がどのように変化したかを確認して

みたい。

(1)当初の指導案の策定：資料とねらい

附中道徳部では，研究授業実施の約２ヶ月前に，

当該授業で扱う資料の決定へ向けた協議が始まっ

た。その際，道徳部のメンバーがひとつずつ資料の

候補を挙げた。授業者がそれらの中でもっとも引き

つけられたのが，星野富弘氏のエッセイ「花に寄せ

て」（教育出版『中学道徳心つないで２』所収）

であった。授業者はこの資料で研究授業を行いたい

との意志を道徳部に伝え,同部でこれが了承された。

授業者は，研究授業の約半年前の授業実践に手応

えを感じていた。その授業は，内容項目３－(3)「人

間には弱さや醜さを克服する強さや気高さがあるこ

とを信じて，人間として生きることに喜びを見いだ

すように努める」に関連するものであった。授業者

はこの実践の印象をもとに，当初は研究授業でも内

容項目３－(3)をねらいとし，その資料として「花に

寄せて」を扱うつもりであった。資料分析とねらい

の確定が，まずはこのような事情から，上記の方向

で着手されたことは明記されておくべきである。

かくして指導案策定の最初の段階では，内容項目

３－(3)の「弱さ醜さの克服」「気高さ」といった価値
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に迫っていくために当該資料をどのように読み，発

問・展開をどう行うのかが検討された。当初の指導

案におけるねらい（指導案「Ⅱねらいと資料．(1)

ねらい｣）は，以下の通りであった。

【ねらい：当初案】

人間の内にある弱さや醜さに向き合い，それを

克服し誇りある生き方の大切さに気付くことがで

きる。

(2)当初の指導案の策定：年間指導計画と生徒の実

態

ただし授業者は，研究授業の上記のねらいを，当

然のことながら無作為にもし<は漫然と選択・決定

したわけではない。その背景には，授業者による①

年間指導計画上の「花に寄せて」の取扱いについて

の認識，および②生徒の実態の理解があった。

①年間指導計画上の「花に寄せて」

附中では道徳教育推進教師および道徳部主任を

中心として，全体計画と年間指導計画が体系的に策

定されている。これは「中学校学習指導要領解説道

徳編」（文部科学省２００８；以下「解説」と略記）

第３章・第１節の記述を踏まえてのことであり，そ

の方向と内容は妥当なものである。

１年生の年間指導計画の中では，今回の研究授業

で資料とした読み物「花に寄せて」は，同年度１０月

第４週で扱われる予定となっていた。この授業は同

計画において，直後の１１月に計画されていた「宿泊

学習｣,またその準備である特別活動（学級活動）「宿

泊学習を成功させよう」と関連づけられている。こ

うした事情から，同資料を使った授業では「支え合

いの大切さについて考える」という主題名で，指導

要領中の内容項目３－(1)「生命の尊さを理解し，か

けがえのない自他の生命を尊重する」（生命尊重）

が学習されるべき価値として挙げられたのである。

以上のように，道徳の時間を学校での道徳教育活

動全体の「要」として，諸体験活動との連続性にお

いてとらえる見方は，今次改訂の指導要領が両計画

の役割に即して強調した点のひとつでもある。授業

者もまた，この計画を適切に尊重してきた。ただ計

画と前述の当初指導案とには，形式はともかく内容

(内容項目）の点でズレがあることが指摘される。
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②生徒の実態の理解と「教師の熱いメッセージ」

各内容項目を生徒の実態を基に把握し，指導上

の課題を生徒の側から具体的にとらえ，生徒自身

が道徳的価値の自覚を深め発展させていくことが

できるよう，実態に即した指導をしていくことが

大切である。すなわち，生徒自らが成長を実感で

き，これらの課題や目標が見付けられるよう工夫

する必要がある。

附中道徳部は，「解説」第３章の以上の指針を，

平成21年度研究のキーワード「教師の熱いメッセー

ジ」に具現化した。これはすなわち，担任する学級

の生徒の実態を的確にとらえ，道徳の時間を通して

メッセージを熱く伝えるべきであるとする，教員の

道徳教育上の規範を示唆している。したがって道徳

の時間におけるｌ単位時間のねらいもまた，担任教

員がそのつど生徒への具体的な課題として意識して

いる「教師の熱いメッセージ」に基づき，よりたし

かに根拠づけられいっそう具体化されることにな

る。

授業者も以上の論理を意識しながら，担任する学

級の生徒の実態をとらえ，それを当初案策定の時点

で次のように記述した（指導案「Ⅲ主題設定の理

由．(2)主題に関する生徒の実態｣)。

【生徒の実態：当初案】

４月入学以来，学習や係・委員会活動に意欲的

に取り組み，行事にも団結して向かう姿が見られ

た。日常の学校生活でも仲良く落ち着いて過ごし

ている。しかし，相手の気持ちを十分に考えてい

ない言動が見られたり，物事に一生懸命に取り組

む姿勢が十分でないのが現実である。本気で真筆

に物事に取り組むことの大切さを考えさせたい。

授業者が研究授業を(1)のねらいのもとに実施しよ

うとした他方の理由は，指導案上はこの箇所に見出

すことができる。つまり「メッセージ」として授業

者が中核に据えたかったのは，この記述にある「一

生懸命」という言葉であった。「物事に一生懸命に

取り組む姿勢」「本気で真筆に物事に取り組むこと

の大切さ」こそが授業者＝学級担任として生徒たち

に望む根本価値であったということである。
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(3)指導案の２度の改定

それゆえ研究授業の立案段階では，(2)①および②

の理由をもって当初のねらいが確定し，そのねらい

を実現するために「花に寄せて」という資料が選定

された。だが，ここでの問題の根は浅くはない。諸

計画や指導案作成上の諸規則と形式上一致している

ことが，そのまま授業の無矛盾性を保証することに

はならない。だからこそ，研究授業をめぐる授業者

および道徳部教員の葛藤は，当初指導案の策定以降

も続いたともいえる。

①予備実践および事前検討会まで

授業者は指導案の当初案を完成させた時点で，資

料「花に寄せて」のどの部分を使って(1)のねらいに

接近することができるのか，授業運営上の困難を予

想していた。つまりこの読み物資料を読む生徒は，

星野氏の障害，およびそれを感じさせないすばらし

い作品の創造という現実に真っ先に目を奪われるに

ちがいない。生徒にそうした印象が強烈であるかぎ

り，授業で学習させたい価値＝ねらいである「弱さ

の克服」について，じっくり考えさせることは容易

ではないと考えられたのである。

授業者はこうした授業運営上の問題を予想し，道

徳部員や研究主任といった同僚教員からの示唆をも

とに，生徒の実態およびそこから湧き出てくる「熱

いメッセージ」を再確認することになった。このこ

とで，「Ⅲ．(2)主題に関する生徒の実態」にはより

詳細な分析とメッセージが加筆された。授業者はこ

のことを，生徒の実態把握およびそれに基づくメッ

セージが，当初と比較して次第に明確になってきた

ことに起因する，と振り返っている。

【生徒の実態：事前検討会提出版（抜粋)】

しかし，互いの存在の価値を考えることができ

ず，安易にからかうなど，相手の気持ちを十分に

考えていない言動が見られることがある◎所属感

をもつことができていない生徒も見られる。また，

物事に粘り強く一生懸命取り組む姿勢が十分でな

いことからも，本気で真筆に物事に取り組むこと

の大切さを考えさせたい。そして物事に一生懸命

取り組んでいれば，周囲からその人なりの良さを

認めてもらえたり，他への感謝の気持ちをもてた

りでき，互いに尊重しながら，よりよく生きてい

くことにつながることに気付かせたい。
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授業者は，このような生徒の実態理解からねら

いの再設定を検討する。それに際して，「解説」

第３章の以下の記述を踏まえることにした。指導要

領中の内容項目３－(1)「生命尊重」に関する説明で

ある。

……生命あるものは互いに支え合って生き，生

かされていることに感謝の念をもつよう指導する

ことが重要な課題となる。

この「支え合い」は，人びとが自分なりに一生懸

命に生きることでも生じてくるはずである。授業者

はこうした解釈を通じて，こだわりの「一生懸命」

という概念（価値）を指導案に残すことになった。

その上で，「生命尊重」という価値を「支え合い」

に焦点を当てながらとりあげるという方向に転換し

たわけである。そこで同授業のねらいは，事前検討

会の時点で次のように書き改められた。

【ねらい：事前検討会提出版】

生命を尊重し，互いの支え合いの中で生きてい

くことの大切さに気付くことができる。

かくして研究授業は，結果的に，年間指導計画に

予定されていた通りの価値を学習する時間として，

また副読本の出版社が想定していた使用法で資料を

扱う授業として再構成されることになった。とはい

え，以上の改定作業によっても，ねらいに即した授

業は困難であった。この現実は，２．３年生を対象

とした予備実践において浮かびあがった。

予備実践のある授業では，著者・星野富弘氏の生

き方に即して，生命の大切さについて考えさせる展

開とした。（同資料を所収する副読本の指導書はこ

うした授業を範例として示している｡）この授業で

は，上記のねらいの前半にある生命尊重について考

えを深めさせることはできたと評価できる。しかし

授業を終えて生徒の「振り返り」を検討すると,「星

野さんは，体が不自由でありながらすごい」という

意見が大勢を占め，結果的に生徒と星野氏の距離が

むしろ顕著になったという問題が指摘できる。

また支え合いを前面に出した授業展開を試みた他

の学級では，ねらいからやや逸れた終末になった。

その結果生徒は，「人と人がかかわり合い，支え合っ

て生きていくことが大切だと改めてわかった」と
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いった「振り返り」に帰着してしまったと考えられ

る。こうした意見は，たしかに内容項目３－(1)につ

いての「解説」の論理に沿うものであるともいえる。

しかしそれは，授業者の「熱いメッセージ」をすり

抜け，資料の中に抽象的・観念的な規範モデルを読

み取ったにすぎないものかもしれない。

②研究授業版指導案の完成

そこで授業者をはじめとする道徳部は，授業を通

じたねらいと内容項目３－(1)の理解との関連をもう

一度見直すことになった。その結果，「Ⅲ．(2)主題

に関する生徒の実態」は再度，以下のような記述に

改められた。

【生徒の実態：研究授業版】

４月入学以来，学習や係・委員会活動に意欲的

に取り組み，学校行事にも団結して向かうことが

できた。一方，互いの存在の意義を理解できず，

相手をからかったり，学級での所属感を見いだす

ことができず，自分らしさを発揮できなかったり

する生徒もみられる。自分らしく一生懸命に物事

に取り組むことで，周囲の人から認められ，周囲

の人を支えることがあり，その結果として互いの

存在を尊重し，支え合う生き方ができることに気

付かせたい。

またここから，「Ⅱ．(1)ねらい」もより具体的に

焦点化された記述となった。

【ねらい：研究授業版】

生命あるものは互いに支え合って生きているこ

とに気付き，自他の存在を大切に思う気持ちを高

める。

そしてねらいが絞り込まれたことにより，授業展

開中の中心発問，およびねらいに対応する授業終末

時の評価規準を次のように設定することができた。

【中心発問：研究授業版】

星野さんの生き方と花が咲くことには，どんな

共通点があるのだろう

【評価規準：研究授業版】

自分らしく一生懸命生きていれば，人を支える
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こともあること」や「他者に認めてもらうことに

よって，支えられることもあること」に気付き，

自分もそのような生き方をしたいという思いを抱

いている。

以上から，授業展開および発問の細部が検討され

ていった。ただそれらの詳細については，紙幅の都

合上，資料１．２を参照されたい。

(4)研究授業の実践

実際の授業では，まず導入において「自分が人に

支えられていると感じている人はいますか」と発問

し，そのあとで指導案に沿った発問「これまでに，

人を支えたことはありますか」につなげた。前者の

問いには，中学校１年生の段階でも容易に該当する

場面が思い浮かぶであろう。しかし，後者の「人を

支えたことはありますか」に対しては考えがまとま

らないようであった。研究授業は，日頃あまり意識

していないこの「支える」という能動的な行為に，

生徒の意識を向けることから始まった。

展開においては，資料中の登場人物の間にある支

え合いの関係について理解・整理することが中心で

あった。「資料中の登場人物が誰を支えているか」

という発問に対して，生徒は星野氏を中心とした

｢支え」の図を完成させるべく意見を述べていった。

その図をもとに，「直接的に支える」「間接的に支え

る｣，また「意図して支える」「意図せずに支える」

という様々な形に類型化していった。

授業者は，以上のプロセスを押さえたうえで中心

発問を提出した。前掲の通り，星野氏の生き方と星

野氏が描いた花との共通点を問うものである。生徒

が上記の類型化で使用した「意図的」「意図せずに」

というキーワードに即して，星野氏の生き方と花が

咲くことに共通点を見いだすことができると考えた

からである。つまり，花は人を感動させようと思っ

て咲いているのではなく，ただ咲いていることだけ

で人を感動させることができる。これとのアナロ

ジーで，人を感動させようと意図して描いたのでは

ない星野氏の絵が，はからずも多くの人々を強く感

動させていることに気づかせたかったわけである。

3．研究授業の分析：ねらいをめぐって

前節で見たように，研究授業の指導案，とくにそ

のねらいは，多くの関係者からの意見や予備実践の
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評価をもとに大きく変化した。一貫していたのは扱

う資料だけであったともいえる。本節ではこの現

実が意味するところを検討したい。以下では，授業

におけるねらいの実現という視点を軸に考察する。

(1)生徒は何を学んだか

研究授業を受けた生徒は実際に何を感じ取り，何

を学んだであろうか。抽出生徒の「振り返り」の記

述を２点挙げる。

今日は星野さんの人生から，自分が意識してい

なくても人を支えていることがあるということが

わかりました。人の役に立とうとしなくても物事

を努力することが大切だとわかったのでこれから

の生活に生かしていきたい。（男子生徒）

「人を支える」ということは，普段意識してい

なくても自分が一生懸命やったことが相手に伝わ

ることだと思いました。私はつらいこと悲しいこ

とがあったり，誰かが自分につらいことをしてき

たりしても日頃から互いに助け合っていると思い

ます。今まで意識していなかった「支える」こと

を意識して生活したいと思います。（女子生徒）

いずれの記述からも，生徒が抽象的・観念的にな

りがちな「支え合い」の規範ではなく，みずからが

他の誰かを能動的に「支える」ことの意味について

具体的に意識したことは十分にうかがえる。しかも

その「支える」ことが，当の行為自体を目的として

意図的になされるばかりではないことを妥当に理解

したと見てよいだろう。

私たちには意図的・意識的に他者を「支える」こ

とはもちろん可能であるし，このこと自体一定の道

徳的な価値をもつと見なされる（内容項目２－(2)｢温

かい人間愛の精神を深め，他の人びとに対し思いや

りの心をもつ｣)。他方私たちには，意図的・意識的

に「支える」ことなく「支えてしまっている」こと

もあるはずである。つまり私たちは，「気づかない

うちに」「はからずも」「われ知らず｣「いつの間にか」

｢どういうわけか」等，強く意識せずにとった行動

を介しても，また別の意図をもった「ひたすらに生

きること」によっても，他者を「支える」ことがで

きている場合もあるということである。

当該研究授業の中では,「振り返り」を見るかぎり，

7８

生徒は以上のような「支える」ことの知的な理解，

つまり道徳的判断力の一側面（横山２００７，１０８‐

125）に至ったようである。この点では'当該授業で

授業者が設定した評価基準（←ねらい）が一定程度

達せられたと判断することは適当であろう。

(2)資料からは何を読み取ることができたか

にもかかわらず,使用した資料の分析からすると，

当該授業が生徒の学びのすべてを適切に支援するこ

とができたとも言い切れない。このことは，生徒の

｢振り返り」にある「物事を努力することが大切だ」

や「自分が一生懸命やったことが」といった記述か

ら浮かびあがる。これらの表現は，評価基準となる

価値ある状態にとって，条件節に相当する。つまり

生徒には，当該授業を通じて，他の人を「支える」

には「一生懸命生きていく」ことが条件である，と

理解されている可能性が残るのである。

内容項目３－(1)に照らしてみると，たしかに「一

生懸命生きていく」ことを「人がありのまま，自分

らしく生きていくこと」ととらえることもできるし，

そうした「生き方」を擬人的に花に読み取ることも

不可能ではない。（副読本の出版社もそうした見解

を示している｡）ただ研究授業後の検討会で意見が

提出されたように，少なくとも星野氏の生き方と花

が咲くこととの共通点を中心発問とするかぎり，「一

生懸命生きていく」ことの価値は問題にはなりえな

いのではないだろうか。星野氏と花には共通して，

他の人を「支える」ことへの意図は当然のこと，一

生懸命何かある物事に取り組むことへの意志も認め

る必要がないし，知的な理解としてはそれこそが妥

当であろうからである。

つまり当該研究授業で扱った資料「花に寄せて」

からは，主体的・自覚的な意図・意識をいっさい踏

み越え，ただたんに「在ること」「生きること」そ

のものの価値が開き示されていると読み取ることも

できる。誤解を恐れずにいえば，著者・星野富弘氏

個人の障害という個性あるいはそれを乗り越えた
メリット

うえでのすばらしい詩画創造といった能力はもはや

昇華され，その背景にある生命ないしは「在るこ

と」の価値そのものが開かれてもいるのであるｄ学

習者である生徒にはこの点において，人間の意識や

理性，あるいは一定の行為遂行能力が前提とされざ

るをえないqualityoflifeの次元を突き抜けて，生

きとし生けるものに認められうるsanctityoflifeの
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次元（金森2007）に触れることも期待されたはず

である。

この意味で，当該資料を研究授業の中心発問の視

点から扱うことで，意図なしに・意識せずに，自然

で素朴な生きることやただ在ることによって他者を

｢支えている」かもしれない，そうした生徒たち自

身の価値あるありよう，あるいは「生きていること

の価値」に気づかせることは可能であった。そもそ

も，当該研究授業の指導案に，「Ⅱ主題設定の理

由．(1)ねらいに対する指導者の基本的な考え方」と

して，「本単元を……自他の生命を尊重する第一歩

にしたい」と記述されている。この主題・ねらいに

迫るためには,当該資料は適切であったといえよう。

ただ，生徒が当該授業において上記の価値を妥当

に学んだといえるかというと，それは難しいようで

ある。その要因は，もっぱら以下の問題に関わって

いたと考えられる。

(3)ねらいは絞りきられていたか

当該研究授業でねらいが絞りきられていたかを検

討するためには，まずは以下の諸変化が考慮されな

ければならない。①指導案の改定でねらいそのもの

が移り変わったこと（２節)，②実際の授業展開で，

指導の重点が「支え合って生きていく」という相互

的・双方向的な関係ではなく，「支える」という個

別的・能動的な行為に絞られたこと，③その際，評

価基準に「一生懸命」という概念を入れ，「支える」

ことに条件を付加したかたちになったこと,である。

以上の推移からうかがえるのは，このプロセスで

一貫していたのが，実のところは授業者の生徒に対

する「教師の熱いメッセージ｣，すなわち「一生懸

命生きること」へのこだわりであったことである。

すでに検討したように,生徒の「振り返り」からは，

このメッセージが（授業者にとっては）狙ったとお

りに伝えられたことがわかる。

教員の「熱いメッセージ」とそれへのこだわり

は，内容項目，資料の決定，指導案の策定といった

授業構成のすべての面に影響する。だからこそそう

した授業は，「熱いメッセージ」を隅々まで湛えな

がら，生徒の心に強く訴求する力をもつことが期待

される。附中道徳部がこれを重点項目としているの

も，道徳の時間に対するこうした願いがあってのこ

とである。ただ難しいのは，教員のこのような（個

別的な）こだわりが浸透した活動が，学校教育全体
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という視点からすると，つねにポジティブな働きを

するものであるとはかぎらないことである。

今回の研究授業についても，年間指導計画におい

て，各教科活動・特別活動との関連を図りつつその

主題と資料が決定されていた。資料の使用について

は，たしかに結果的には年間指導計画の形式を踏襲

することになった。とはいえこれは，授業者による

同資料の選定が計画上の授業のねらいを全面的に受

容したうえでのことであったとはいえない。このこ

とは，指導案の当初案のねらいから明らかになる。

したがって授業のねらいが，事前検討会版指導案

の段階で，本来副読本の出版社によって想定されて

いた内容項目３－(1)に沿うものに変更されたとして

も，その際授業者が年間指導計画の意義を積極的に

支持したわけではない。むしろ扱う資料を変更せず

に，指導案上のねらいの文言とその根拠となる内容

項目（価値）を変えたというのが実態であろう。

それゆえ，指導案の形式上のねらいが最終的に研

究授業版のように設定されたとしても，そのねらい

は授業者の本来の「熱いメッセージ」を具現したも

のではなく，かといって年間指導計画を忠実に反映

させたものでもなかった。とはいえ，授業者が抱い

ていた本来の「熱いメッセージ」は生徒に適切に伝

わっていた。にもかかわらず，それは指導案のねら

いには表されていなかったし，年間指導計画に沿う

ものでもなかった。

すなわち当該研究授業では，学校・学年の計画と

｢教師の熱いメッセージ」と指導上のねらいという

三者が，形式上の整合性と実質的なズレを含んだ関

係にあったことを認めざるをえない。当該研究授業

で指導案に示されたねらいの学びを導くには，三者

の関係が適切ではなかったと見られる。

4．計画・「教師の熱いメッセージ」・ねらい

ただ以上の分析からは，より大きな問題が現れて

くる。つまり，全体計画と年間指導計画の組織的な

整備が要請されている道徳教育，とくに道徳の時間

においては，授業のねらいも他の教育活動との関係

からまったく固定されてしまっており，そこに授業

者の「熱いメッセージ」など入り込む余地はないの

ではないか，という問題である。この問いに答える

には，道徳教育が学校教育ないし教育一般の営みの

一部であることを改めて確認しなければならない。

道徳の時間が学校の教育活動のひとつであるかぎ

7９

Akita University



り，それは学校教育および教育一般の定義から逸脱

するものではありえない。ここで「教育」概念を，

子どもの人間形成上の完成態もしくはそのステップ

を目的・目標とした，子どもの人間形成を支援する

意図的・計画的な活動と規定するならば（Brezinka

l990，70-99;紺野他2008,11-14)，道徳教育およ

び道徳の時間もまた，ここに挙げられた諸要素を当

然具えなければならない（Haydon2003，321)。

すなわち道徳の時間において（もまた),それが(学

校）教育の活動であるかぎり，目的合理的で計画的

な活動を意識的・意図的に実践する必要がある。も

しこの根本前提が崩れるならば，道徳の時間は（学

校）教育の活動とは別物にならざるをえない。つま

りその時間は，冒頭の村田（2009）に典型が読み取

れるように，教員がそれぞれに扱いたい．生徒に読

ませたい．生徒に話したいことを，そのつど無定見

に並べ立てるだけになってしまうからである。そ

うした授業は，ヘルバルト（Herbartl803，21-31）

がその危倶を表明していたように，いわば教員の

(個別的な）「独善」と表裏一体であるかもしれない。

文部科学省が道徳教育の全体計画と年間指導計画の

策定を各学校に義務づけ，道徳の時間が以上のよう

な非教育的な活動となる危険性を回避しようとした

ことは,このかぎりでは妥当であったと考えられる。

ただし道徳教育の両計画は，策定時に厳密に組織

化され，それが教員によって淡々とこなされていけ

ばよいものでもない。道徳の時間その他が両計画を

こなす活動に終始するとき，これは先の定義からす

るとやはり教育活動とは別物になる。（学校）教育

活動の直接の相関者は,それら計画の達成（と評価）

であるわけではなく，時代と文化そして個性を背

負った具体的な生徒の人間形成だからである。

それゆえ，道徳の時間が生徒の人間形成を支援し

たいという教育の営みの一部であるかぎり，生徒

(の人間形成）に対する教員のリアルな「思い」は

不可欠の要素である。そうした思いは，とくに生徒

たちを日頃からよく観察した結果得られる「生徒の

実態」から,おのずと浮かびあがってくるであろう。

そしてここから，生徒に直接に向かい合う教員なら

ではの個別的・具体的な教育課題ないしは教育目

標が合理的に導かれるにちがいない（服部1997,

352-353)。道徳の時間の個々の授業におけるねらい

は，それらの課題・目標を授業の形態に絞り込んだ

ものとして成立するはずである。（そしてその課題．
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目標は，価値を網羅する指導要領の内容項目のいず

れかには該当するにちがいない｡）「教師の熱いメッ

セージ」はその意味で，このような実践的な位相を

もつ概念として，やはりきわめて重要である。

したがって道徳の時間のねらいは，いずれも不可

欠な，しかし教育実践の視点からすると場合によっ

ては対立しかねないふたつの要素から具体化され

る。すなわち，一方で①地域の中の特色ある学校と

しての全体計画および他の諸活動との連携を盛り込

んだ年間指導計画が目指すところを十分に反映させ

ながら，他方で同時に②計画の幅を有効に使いなが

ら'２１，いま・目の前にいる生徒の具体的な実態に鑑

みて具現化した，教員として伝えずにはいられない

｢熱いメッセージ」を表したものでのみありうる。

道徳の時間は，（学校）教育の営みの部分集合と

して成立しなければならない。それゆえl単位時間

の授業の構築にとってもっとも根本的な要素は，ど

の資料を使うかということでも，生徒にどのような

方法・授業形態で学習させるかでもない。ふたつの

計画を十分に踏まえつつ，同時に生徒の実態から具

体的な課題を探ったうえで，当該授業間の道徳教育

上のねらいを合理的に導くことである。資料を選定

して分析することも，また授業の方法や形態を適切

に考案することも，こうしたねらいを十分に岨曙し

たうえではじめて可能になるのである。

おわりに：結論的考察と今後の課題

附中の道徳教育では，近年特別活動との関連を中

心にした各学年ごとの総合単元化が進められてきた

が，今後はより長いスパン・より大きな枠組みでの

道徳教育活動も企図されている。それがたとえば，

道徳の時間を中心にして，全教育活動を有機的にま

とめた学習計画の立案であり，また３年間を通した

｢道徳教育ポートフォリオ」の充実化である。

そしてこうしたより規模の大きい取り組みが意欲

的に試みられる場合にこそ，なおのこと道徳教育の

全体計画および年間指導計画の重要性が際だつ。生

徒の個別的な実態と教員の個性との具体的な結びつ

きを柔軟に許容しつつ，他方で学校・学年独自のね

らいが着実に実現されなければならないからであ

る。それゆえ「教師の熱いメッセージ」を模索する

際には，それを現在より一段階基層に向けることも

要請されるだろう。両計画に「熱いメッセージ」を

反映させ，教員の実質的な思いを込めるには，その
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策定時に地域や時代の要請をより広い視野からすく

いあげることが必要だからである。

したがって，個々の．ｌ単位時間の道徳の時間を

教育活動として真に意味あるものにするためには，

実際には当該授業の枠に収まらない活動が必要とな

る。つまり，教員一人ひとりがそれぞれにつねに｢熱

いメッセージ」を意識しつつ，個々の授業実践が組

み込まれる学校ないしは学年全体の計画策定に携わ

ることが求められるのである。その際に道徳教育推

進教師や道徳部主任がとりまとめ役を担うことは

あっても，両計画は関係するすべての教員に共有さ

れ支持されなければならない。ただ，もしこのこと

が実現すれば，たとえばたいへんな労力と時間を要

する道徳の時間の指導案作成においても，その合理

的な蓄積や改善，活用等が図られうるであろう。

道徳教育の充実化は，学校教育界において２０世紀

末以来の大きな潮流のひとつである。道徳教育に対

する附中の取り組みは，これに沿って着実に成果を

上げてきているといえる。今後はさらに，教育活動

としての道徳の時間の改善を考慮しつつ，上記のよ

うな大胆な試みをも検討したい。 〈了〉
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【注】

(1)当該研究授業は,秋田大学教育文化学部｢ミュー

チュアル・エントリー授業」企画の一環としての

意味も併せもつ。

(2)逆にいえば，ふたつの計画は具体的な教育実践

を可能にする柔軟'性を含みながら，それでいて年

間もしくは３年間の道徳教育を有機的に組織し，

大局的な目標の達成を目指すものでなければな

らない，ということになる（井ノロ２００７，１１１‐

112)。そのうえで，生徒の特定の実態を理解する

ことにより道徳の時間で当初の計画とは異なるね

らいを取りあげたいのであれば，他の教育諸活動

と関連づけられた計画を十分に顧慮しつつ，計画

を補完するほどの意図でそれを実践することもで

きるだろう。なおこの場合には，道徳教育推進教

師および道徳主任との協議も不可欠である。
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支え合いの中でも「人を支える」ことに焦点化をあてる。これまで自分が人を支えた経験を出し合うことによ

って，「支えられている」ことはあっても「支えた」ことは少ないことに気付かせる。そして「人を支える」と

はどういうことなのかという生徒の道徳的な考え方を引き出し，それらを整理し，本当にそういうことなのかと

いう問いに高めみんなで考えたいという意欲をもたせたい｡。

唖 Ｖ全体的な指導の構想（道徳の時間総時数３時間）

道徳の時間学習指導計画

Ｚｉ「妹に」

Ｉ主題名と指導のポイント

「支え合いの大切さについて考えよう」内容項目〔３－（１）〕－視野を広げる発問

Ⅱねらいと資料

（１）ねらい生命あるものは互いに支え合って生きていることに気付き，自他の存在を大切に思う気持ちを

高める。

（２）資料名「花に寄せて」（教育出版）

Ⅲ主題設定の理由

（１）ねらいに対する指導者の基本的な考え方

自他の生命を尊ぶことは人間の根本だが，現実には，青少年に限らず大人でも生命軽視の軽はずみな行動をと

り，社会的な問題となることがある。この単元では，心身の成長の著しいこの時期の生徒に，生きる意味を深く

考えさせることが，自他の生命を尊重する第一歩になるという視点から，生命は人間関係の中で保たれるという

側面に焦点化し，互いの支え合いの中で生きることについて考える機会としたい。そして，それが学校生活にお

いて，集団で生活することの意義を理解し，互いの存在を尊重することにつながると考え，この主題を設定した。

（２）主題に関する生徒の実態

生徒たちは４月入学以来，学習や係・委員会活動に意欲的に取り組み，学校行事にも団結して向かうことがで

きた。一方，互いの存在の意義を理解できず，相手をからかったり，学級での所属感を見いだすことができず，

自分らしさを発揮できなかったりする生徒もみられる。自分らしく一生懸命に物事に取り組むことで，周囲の人

から認められ，周囲の人を支えることもあり，その結果として互いの存在を尊重し，支え合う生き方ができるこ

とに気付かせたい。

（３）資料の特質と取り上げた意図

本資料は，大学卒業後中学校の保健体育教諭となった２ヶ月後に部活動の指導中の事故で首から下の運動機能

を失うが，口に筆をくわえて詩を書き，絵も描き始めた星野富弘さんの実話である。価値項目３－（１）「生命

の尊重」の資料だが，１年生の現段階では，「支え合う」という道徳的価値を理解させることによって，自他の

存在を大切に思う気持ちを高めさせたい。障害に負けずに詩画の創作に取り組んでいることに着目しがちだが，

絵を通して感じる一生懸命な生き方に人々は感動しているのであり，そうした人々からの励ましによって，星野

さん自身も自分らしく一生懸命生きることに喜びを見いだしていることに気付かせたい。

Ⅳ知識・技能の活用を図る学習活動の展開

１「問い」を共有化するために

２「問い直し」を促すために

拙
紹
叩
旨
己
補

牌涛三「支え合い」について最初に自分がもっていた考えの変容がわかるように，導入と同じ発問を投げかけ，その

変容を実感できるようにする。展開前段で，「一生懸命生きることが，他者の生き方を支えることがあること」「他

者に認められることによって，支えられることもあること」をつかませたい。そして展開後段では前段でつかん

だ道徳的価値を活用できるどうかを確かめるために視点を転換し，星野さんと花の共通点を考えさせることによ

って，前段でつかんだ二点の確実な定着を図りたい。

Ｚｊｌ｢お母

、
四

【1年生の道徳の時間における指導】 各教科・特別活動等との関連

L転型

]Ｉ

１０月第１週学級活動

口題材名「宿泊学習を成功させよう』

１２月第１週学校行事

口行事名「職場体験学習』

１１月第４週（本時）

(2)資料名「花に寄せて』〔３－（１）〕

口主発問…「星野さんの生き方と花の生き方にはど

んな共通点があるだろうか｡」

１月第４週

(3)資料名「清坊と三吉」〔３－（３）〕

口主発問…「真心を込めてつく清坊の鐘のは，三

吉の心にどのように響いたのだろう

カミ｡」

3月第２週

道徳ファイルを見直し，１年間の道徳の時間を振り

返る ○

１２月第２週学級活動

口題材名「３年生に感謝の気持

ちを表そう』

２月第３週学級活動

口題材名「鳩翻の行事に向けて」
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Ⅵ本時の計画

１ねらい

○生命あるものは互いに支え合って生きていることに気付き，自他の存在を大切に思う気持ちを高

める。

３評価規準

○「自分らしく一生懸命生きていれば，人を支えることもあること」や「他者に認めてもらうことによって，

支えられることもあること」に気付き，自分もそのような生き方をしたいという思いを抱いている。

’’＝『問い』を立てた姿に.＝『問い直し』している姿亡=]=評価基準２展開

弾
田
汁
椛
鉾
酬
片
言
柾
嬰
蝉
酬
渦
扉
望
淵
詑
澗

、
吟

学習活動 予想される生徒の反応 指導の手立て 目指す生徒の姿（評価基準）

１「人を支える生き方」という視点で自分の生を

振り返る。

２資料「花に寄せて」を通し「支える」ことにつ

いて考える。

筆者と登場人物について確認しながら，支えて

いる関係を図に表す。

筆者と登場人物とのかかわり方を人間関係や意

識，支え方に着目して，整理する。

３「人を支える生き方」という視点で自分の生活

を振り返る。

４授業を振り返る。

｢支え合うこと」について考えを深めることが

できたか自己評価し，参考になった友達の意見や

授業で感じたこと，考えたことをまとめる。

これまでに，人を支えたことがありますか。

どうすれば，人を「支える」ことができる生

き方ができるだろうか。

この資料の中では，誰が誰を支えているのだ

ろうか。

星野さんと絵を見た人たちの「支え合い」と

他の「支え合い」が違うのはどんなことだろう。

◎星野さんの生き方と花の生き方にはどんな

共通点があるだろうか。

自分で意図しないでやったことで,これまで人

を支えたことがありますか。

○「友達の相談にのった｡」

｢母の手伝いをしている｡」

｢ボランティア活動に参加した｡」

○直接的，意識的，知り合い

①親子

②患者と医療従事者

③仕事のつき合い（所長，石田さん）

○直接的，無意識，他人

④女子大生，おばさんたち

感想を直接伝えた

○間接的，無意識，他人

⑤星野さんとお客さん

○「親子で支え合っている｡」

｢星野さんと石田さんは展覧会を通して直接支え

合っている｡」

｢全くの他人だけれど支え合っている｡」

｢全くの他人で，互いに意図していないが，絵を一

生懸命描いたり，その絵を見て感動したり勇気づけ

られたりすることで支え合っている｡」

○①花も星野さんも動くことができない。

②花も星野さんも他のもの（人）に支えられて生き

ている。

③だれかのために頑張っているのではない。

④自分で意図していないのに他の人の心に影響を与

え，その人を支えている。

○「友達の相談にのった｡」

｢自分が生きていること自体が家族の支えになって

いるのでは」

｢一生懸命がんばった部活の試合を見て，母が感動

して泣いていた｡」

○一生懸命自分らしく生きていくことで，他者に影

響を与え，支えていくことができることを，自分の

言葉でまとめることができる。

｢こんな自分でもできることを一生懸命頑張ってい

れば，人を支えることができるかもしれないので，

頑張るものをみつけたい｡」

○資料と向き合い，自分の考えをもたせるよう，

前もって資料を読ませ，感想を書かせておく。

○支えられていることは多いが，自分が支えてい

ることは少ないのではないかという思いをもって

いる人が多いことを確認するために，これまでの

経験を語らせる。

○筆者を中心とする支え合いを生徒が整理できる

ように，筆者と登場人物との関係についての生徒

の発言を黒板に図で表していく。

○「支え方」にも様々な形があることに，気付け

ない場合は，支え合っている人どうしの人間関係，

支える時の意識，支え方をそれぞれ確かめる補助

発問を行う。

○資料の中の「支え合い」を通して考えた道徳的

価値をさらに深めることができるように星野さん

と花の絵を掲示し，考える視点をかえる。

○動けないことから考えが広らない場合は，「絵を

見た人が感動するのは星野さんが障害をもってい

るからですか｡」という切り返し発問を行い，一生

懸命に自分らしく生きることに目を向くようにす

る◎

○ねらいとする価値を深化させるために，導入の

発問を具体的にして，再び行う。

○これまでの経験を書けない生徒には，どんな場

面で，意識しないことで人を支えることができる

ｶﾕをまとめるように指示する。

○自分の変容や成長を実感することがでるよう，

振り返りシートを準備する。

○資料を読み，どんな話なのかを把握している。

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一ーー一一一一ー

|・人を「支える」生き方とは，
Ｉ

どんな生き方なのか。ど

|うすれば，そのような生き方ができるのかという思いで，’

1自分の経験を振り返っている。
｡－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一＝＝一一一一－－－－一一一一一一＝一一一一一夕

○筆者と多くの人が支え合っていることを確認できてい

る○

○親子や友人、知人のほか、全くの他人でも支え合いが

あったり，意識しなくても支えになっていることがあるこ

とに気付いている。

その人なりに一生懸命に生きていれば他者の支えにな

ったり，支えになることが生きる喜びや自信になること

に気付き，それを発表したり，自分の考えをもって聞い

たりしている。

今までの自分の生き方と他者への影響を振り返り，「自

分らしく一生懸命生きていれば人を支えることもあるこ

と」や「他者に翌めてもらうことによって支えられるこ

ともあること」に気付き，自分もそのような生き方をし

たいという密かな決意を学習シートにまとめている。
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たちへの支え

資料２拙
圏
叩
ぢ
ぢ
補

資料名「花に寄せて」出典心つないで２（教育出版）価値項目３－（１）生命尊重

ねらい生命あるものは互いに支え合って生きていることに気付き，自他の存在を大切に思う気持ちを高める。

他の「支え合い」は，ど

※「支え方」にも，いろ

る。

＜道徳的な価値の第２段

主な場面 登場人物の考えたこと，感じたこと，支え合い 基本発問

［既得の道徳的な価値を引き出す発問］

．これまでに，人を支えたことはありますか。展覧会当日☆

可……………､…子幽□「しばらく外泊して家に帰りたい｡」

口昼食の味がほとんどわからない。

◇母親の支え，医師や看護師からの支え（心身のサポート）

＜-し星野さんの存在や障害に負けず，前向きに詩画を描くということが母親

や医師，看護師への支え

ロベッドに一人横になり，展覧会開催を後’海してい

る。

・意に反しての大々的報道。絵を見た人の落胆する

姿を想像。

．うるさい目で見られる心配。

･他人に何かをしてあげることでないか？

．支えてばかりで，支えたことがないのはなぜ？

。「支える」ってどういうことだろう？

･他人を落胆させる

．努力が否定される
問いい

Ⅲえ（心身のサポート）

前向きに詩画を描くということが母親

母親の支え，医師や看護師からの：

＜-し星野さんの存在や障害に負けず，

や医師，看護師への支え

心配。

共有化ｕを匙濯瀦錠懸駕１Wうこと…化
上の２つの恐怖が現実

になる怖さ

上の２つの恐怖が現実

になる怖さ:鷺ＷＷに犯罪着…需瓦丁Ｌ;,潅遡…□「おっかねえ｡」

◇美術専攻の女子大学生からの支え（涙と言葉）

ぐ→星野さんの詩画(ひたむきに生きる姿)を通した大学生への支え

気持ち｡｝
口病室で美術を専攻している女子大生と会う。

・女性の目から大粒の涙

､る女子大生と会う。 口現場を押さえられた犯罪者のよう

□「おっかねえ｡」

◇美術専攻の女子大学生からの支え

ぐ→星野さんの詩画(ひたむきに生き

(涙と言葉）

る姿)を通した大学生への支え ［多様な支え合いに気付かせる発問］

□この資料で，誰が誰を支えているのだろう。

※支え合いの構図を共有化する。

＜道徳的な価値の第１段階＝知的な理解＞

☆展覧会が始まって

５日目
自分のよさに

自信がもてない

自分のよさに

自信がもてない

目分のよさに

自信がもてない口粗末な作品まで人手に渡ってしまいどうしよう?壬
口絵をほしい人がいるなんて信じられない。

◇付き添いのおばさんたちからの支え

＜-し星野さんの詩画を通したおばさんたちへの支え

鳥,壬
口絵に感動した人々の声や，絵が売れたという話が

信じられず困惑している。

絵が売れたという話が’｜口絵をほしい人がいるなんて信じら ない。

口粗末な作品まで人手に渡ってしま

◇付き添いのおばさんたちからの支

＜-し星野さんの詩画を通したおぱさ

［支え合いの新たな見方を定着させる発問］

口星野さんと絵を見た人たちとの「支え合い」と，

他の「支え合い」は，どこが違うのだろうか。

※「支え方」にも，いろいろな形があることに気付かせ

る。

＜道徳的な価値の第２段階＝自己，他者，人間理解＞

唖

たちへの支え

，母と二人で絵を描いていただけで，

たのに，好評を得るなんて…。↓

※「支え方」にも，いろ

る。

＜道徳的な価値の第２段

口粗末な絵の行方が心配で，画廊の石田さんに電話

をかける。

画廊の石田さんに電話’｜口石田さんの言葉に，胸をなでおる口石田さんの言葉に，胸をなでおろした。

◇石田さんからの支え（展覧会の飾りつけ，アドバイス）

←し星野さんの展覧会の好評を通した石田さんへの支え

口何か新しいものが息づきはじめたような気がする。

た。

つけ，アドバイス）

た。

つけ，アドバイス）◇石田さんからの支え（展覧会の飾

←し星野さんの展覧会の好評を通し

口何か新しいものが息づきはじめた

石田さんへの支え

うな気がする。

絵

絵を描くことへの喜び，生きが絵を描くことへの喜び，生きがい，自信】自信】

問い直し①＝視点の転換

｢再燕雲罰ｉ
問い直し①＝視点の転換

藤
【中"心多壱間】

☆展覧会の大成功を
［考える視点を変えて，新たな見方を深化させる発問］

口星野さんの生き方と花の生き方には，どんな共通

点があるだろうか。

※「花に寄せて」という題材名に着目させ，ひたむきに

自分らしく生きることが,周囲へ影響を与えることに

気付かせる。

＜道徳的な価値の第２段階＝自己，他者，人間理解＞

思い起こして

口自分の絵を見ている多くの人たちの姿や，語りか

け帳の言葉から，自分の絵や自分自身のことについ

て考えている。

の人たちの姿や，語りか’｜口自分なりには一生懸命やってみた口自分なりには一生懸命やってみたが，母と二人で絵を描いていただけで，

人を感動させようとは思っていなかったのに，好評を得るなんて…。↓

うのはうれしい。自分にもできること

上（気持ち，姿，涙，言葉｢語りかけ帳｣）

る姿)を通した人々への支え

ノ、とり恐男ﾉ｣ご己よソとIIcLﾉ古､つ

◇久保田所長からの支え◇久保田所長からの支え

問い直し②＝新たな道徳的 な価値に照らし内省

絵を描くことへの喜び，生きがい，自信描くことへの喜び，生きがい，自信

←し星野さんの詩画や展覧会の成功を通した支え↑

口絵を通して，自分を認めてもらえるのはうれしい。自分にもできること

がある。

◇展覧会に足を運んだ人々からの支え（気持ち，姿，涙，言葉｢語りかけ帳｣）

←し星野さんの詩画(ひたむきに生きる姿)を通した人々への支え

←し星野さんの詩画や展覧会の成功？

口絵を通して，自分を認めてもらえノ

がある。

◇展覧会に足を運んだ人々からの支ｊ

←し星野さんの詩画(ひたむきに生き

通した支え ↑

□ただ絵を描いている（生きている）だけだが，直接的であれ間接的であれ，

支えてもらっていた人々を逆に支えることになるのかもしれない。

口生きていること，支え合いへの感謝の気持ち。

口絵を描くこと(ひたむきに生きること)への喜び，生きがい，自信

□ただ絵を描いている（生きている）口絵は私と母だけのものではなくなった。はなくなった。 口誰かのためにと意図せ口誰かのためにと意図せず，ただひたむきに努力し

たことで，これまでに人を支えたことはありますか。

※人を支えることに焦点を絞り，これまでの経験と向き

合い，これから生きていく上での自信を高める。

＜道徳的な価値の第３段階＝価値への憧れ,密かな決意＞

だけだが，直接的であれ間接的であれ，

、
、
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